
�

田
村　
ひ
ろ
ゆ
き
（
無
所
属
）

震
災
用
井
戸
等
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
検
査

暫
定
基
準
値
超
で
も
「
注
視
」
だ
け
か

一般質問
問　

実
施
す
る
水
質
検
査
の
概

要
、
目
的
、
結
果
の
公
表
に
つ
い

て
の
考
え
は
。
暫
定
基
準
値
を
超

過
し
た
井
戸
が
あ
っ
た
場
合
の
対

応
は
。

答　
市
所
有
の
震
災
用
井
戸
、
飲

用
と
し
て
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い

学
校
井
戸
や
観
測
井
戸
に
つ
い

て
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

の
水
質
検
査
を
予
定
し
て
い
る
。

検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
調
査

井
戸
と
測
定
値
を
公
表
し
、
暫

定
指
針
値
を
超
え
る
井
戸
が
確

認
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、

国
や
東
京
都
及
び
周
辺
自
治
体

の
動
向
を
注
視
す
る
。

問　
動
向
を
注
視
す
る
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
。
た
だ
見
る
だ
け
な

の
か
。

答　

か
ね
て
よ
り
広
域
的
な
観

点
か
ら
適
切
な
対
応
を
図
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
そ

う
い
っ
た
意
味
で
、
国
や
東
京

都
及
び
周
辺
自
治
体
の
動
向
を

注
視
、
い
わ
ゆ
る
注
目
を
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
だ
。

意
見　
注
視
だ
け
で
は
駄
目
だ
。

そ
の
先
の
対
策
ま
で
し
っ
か
り

や
っ
て
、
初
め
て
市
民
の
皆
さ

ん
が
安
心
す
る
。

ひ
ば
り
が
丘
中
学
校
跡
地
活
用

意
見　

具
体
的
な
活
用
内
容
と

し
て
、
誰
も
が
集
え
る
広
場
、

ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
広
場
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
施
設
が
示
さ
れ

た
。
各
施
設
の
配
置
や
利
用
時

間
帯
、
音
や
砂
ぼ
こ
り
へ
の
対

策
な
ど
に
十
分
配
慮
し
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
の
合
意
形
成
が
図

ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

問　

連＊

鎖
販
売
取
引
業
と
い
う

商
取
引
販
売
行
為
を
行
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
こ
と

で
業
務
拡
大
を
す
る
業
種
に
関

わ
る
人
た
ち
が
、
市
行
政
が
催

行
す
る
市
民
参
加
型
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
の
中
心
的
役
割
を
行
う

こ
と
が
あ
る
場
合
、 

市
民
に
一
定 

の
リ
ス
ク
が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
る
と
言
え
な
い
か
。
市
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
が
商
行
為

へ
の
変
換
に
寄
与
す
る
連
鎖
販

売
取
引
業
の
方
が
担
っ
て
指
導

し
て
い
く
こ
と
に
は
、
適
任
性

が
十
分
に
あ
る
と
考
え
る
も
の

な
の
か
。

答　

連
鎖
販
売
取
引
に
つ
い
て

は
、
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
取
引
類
型
の
１
つ

で
あ
り
、
不
当
な
勧
誘
行
為
の

禁
止
等
の
規
制
が
あ
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
各
種
講
座
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
市
と
関

係
機
関
に
お
い
て
引
き
続
き
適

切
に
対
応
す
る
。

意
見　
西
東
京
市
民
講
座
で
は
、

勧
誘
が
な
け
れ
ば
法
律
に
は
抵

触
し
な
い
か
ら
、
市
行
政
に
は

瑕
疵
が
な
い
と
ほ
っ
か
ぶ
り
で

は
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
毀

損
し
か
ね
な
い
と
思
う
。
直
ち

に
連
鎖
販
売
取
引
の
勧
誘
、
契

約
の
締
結
が
行
わ
れ
な
い
に
し

て
も
、
こ
れ
ら
事
象
の
呼
び
水

に
な
る
機
会
を
創
出
し
、
ト
ラ

ブ
ル
と
な
っ
た
場
合
は
市
民
講

座
開
設
の
行
政
の
責
任
も
一
定

発
生
す
る
と
思
わ
れ
る
。 

�

長
井　
秀
和
（
無
所
属
）

連
鎖
販
売
取
引
業
と

市
民
参
加
型
講
座
に
つ
い
て

一般質問

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

問　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

社
会
へ
の
対
応
は
。
市
長
の
考

え
る
「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
と

は
。

答　

第
３
次
総
合
計
画
や
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
理
念
に
基
づ
き
、
持
続

可
能
な
自
治
体
を
目
指
す
。
行

財
政
改
革
を
進
め
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
維
持
向
上
に
努
め
る
こ
と

で
、「
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え

る
ま
ち
を
築
く
。

学
童
ク
ラ
ブ
の
過
密
化
解
消

問　

都
の
認
証
制
度
導
入
の
影

響
と
市
の
対
応
は
。

答　

情
報
収
集
に
努
め
る
。
引

き
続
き
過
密
化
解
消
と
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
取
り
組
む
。

問　

夏
休
み
の
サ
マ
ー
学
童
や

朝
の
校
庭
開
放
な
ど
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
推
進
を
。

答　

今
後
も
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

学
校
施
設
の
整
備

問　

学
校
の
水＊
飲
栓
直
結
給
水

化
を
進
め
る
べ
き
だ
。

答　

建
て
替
え
校
で
は
導
入
済

み
。
今
後
も
建
て
替
え
や
大
規

模
改
修
時
に
検
討
す
る
。

問　
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
今

後
の
建
て
替
え
時
に
は
自
校
方

式
を
基
本
方
針
と
す
べ
き
だ
。

答　

様
々
な
意
見
を
踏
ま
え
て

引
き
続
き
検
討
す
る
。

問　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
タ
ブ

レ
ッ
ト
更
新
で
は
軽
量
化
と
ペ＊

ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機

能
の
導
入
を
求
め
る
。

答　
都
の
共
同
調
達
を
活
用
し
、

重
さ
1.2
㎏
程
度
以
下
、
ペ
ア
レ
ン

タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
導
入
条

件
に
な
く
未
導
入
で
あ
る
。
今 

後
も
子
ど
も
の
自
律
を
目
指
し

指
導
・
助
言
す
る
。

保
谷
庁
舎
敷
地
の
活
用

問　

敷
地
活
用
と
し
て
庁
舎
統

合
を
早
急
に
行
う
べ
き
だ
。

答　

他
自
治
体
の
視
察
等
も
行

い
調
査
研
究
を
進
め
て
お
り
、

引
き
続
き
庁
内
で
議
論
す
る
。

産
後
ケ
ア
の
拡
充

問　

西
東
京
市
で
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
て
も
ら
う
た

め
に
も
、
産
後
ケ
ア
の
拡
充
が

必
要
だ
が
、
市
の
見
解
は
。

答　

利
用
は
急
増
し
て
お
り
、

今
後
も
増
加
を
見
込
む
。
週
末

の
利
用
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

利
用
枠
の
拡
充
に
向
け
委
託
先

と
協
議
を
進
め
る
。

若
者
の
ニ
ー
ズ
の
把
握

問　

若
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
得

ら
れ
た
ニ
ー
ズ
の
分
析
結
果
は
。

答　

地
域
と
の
つ
な
が
り
不
足

や
、
経
済
的
不
安
な
ど
が
課
題

と
し
て
把
握
で
き
た
。

若
者
へ
の
経
済
的
支
援
の
実
施

問　

次
世
代
を
担
う
学
生
や
20

代
、
30
代
の
若
者
を
応
援
す
る

意
味
で
も
経
済
的
支
援
（
奨
学

金
返
済
支
援
等
）
が
必
要
と
考

え
る
が
、
市
の
検
討
状
況
は
。

答　

令
和
７
年
度
に
若
者
実
態

調
査
を
し
、
実
態
を
詳
細
に
把

握
し
た
上
で
、
ま
ち
づ
く
り
へ

の
参
画
と
組
み
合
わ
せ
た
支
援

策
を
検
討
。
令
和
７
年
夏
頃
ま

で
に
調
査
、
予
算
編
成
時
期
を

目
途
に
取
組
を
決
定
し
た
い
。

維
新
・
国
民
民
主

山
崎　
英
昭　
　
鈴
木　
ゆ
う
ま

市
民
の
声
を
反
映
し

誰
も
が
住
み
や
す
い
西
東
京
市
へ

市
長
の
政
治
姿
勢

問　
投
票
率
が
低
い
の
は
、「
私

の
声
で
市
政
が
変
わ
っ
た
」
と

思
え
る
成
功
体
験
が
な
い
た
め

だ
。
市
民
に
ま
ち
づ
く
り
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
市
長
は
こ
の
４
年
間

で
何
を
し
て
い
く
の
か
。

答　

市
民
参
画
の
機
会
づ
く
り

や
市
民
と
の
懇
談
、
交
流
に
さ

ら
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

ひ
き
こ
も
り
支
援

問　

ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ

ン
タ
ー
が
い
よ
い
よ
７
月
に
開

設
す
る
。
今
後
の
取
組
は
。

答　

当
事
者
が
自
分
に
合
っ
た

支
援
機
関
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
、
公
的
機
関
と
地
域
団
体
と

が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
誰

も
が
社
会
参
加
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
を
目
指
す
。

不
登
校
支
援

問　

不
登
校
の
急
増
と
低
年
齢

化
が
深
刻
。
親
支
援
の
取
組
は
。

答　

悩
み
を
抱
え
孤
立
す
る
親

が
い
る
の
は
課
題
だ
。
保
護
者

が
必
要
な
情
報
や
支
援
を
得
ら

れ
る
よ
う
努
め
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

問　

市
が
把
握
し
て
い
る
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
数
は
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
配
置
で
期
待
さ
れ

る
効
果
は
。

答　

約
40
世
帯
だ
が
、
行
政
の

介
入
を
拒
む
家
庭
も
あ
る
。
学

校
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
具

体
的
な
支
援
に
つ
な
げ
る
取
組

を
強
化
す
る
。

包
括
的
性
教
育

問　

子
ど
も
や
若
者
は
ゆ
が
ん

だ
性
の
情
報
や
、
あ
か
ら
さ
ま

な
性
的
情
報
に
過
剰
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。
包
括
的
性
教
育
を

計
画
的
・
着
実
に
行
う
こ
と
を

提
案
す
る
。

答(

市
長)　

西
東
京
市
動
画

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
動
画
を
公
開
し

て
お
り
、
ま
た
情
報
誌
パ
リ
テ

で
包
括
的
性
教
育
の
特
集
を
掲

載
し
て
い
る
。

答(
教
育
長)　

学
習
指
導
要
領

に
基
づ
き
、
教
育
活
動
全
体
を

通
し
て
包
括
的
性
教
育
に
関
わ

る
内
容
を
教
育
課
程
に
位
置
づ

け
、
指
導
し
て
い
る
。

農
地
の
保
全

問　
新
年
度
の
取
組
は
。

答　

東
京
都
が
多
様
な
担
い
手

育
成
支
援
事
業
を
進
め
て
い
る
。

本
市
も
地
元
自
治
体
と
し
て
運

営
検
討
委
員
会
に
参
加
し
て
い

る
。
農
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か

し
、
都
市
農
地
の
保
全
と
価
値

創
造
に
向
け
取
り
組
む
。

問　

都
市
農
地
の
保
全
と
し
て

貸
借
は
進
ん
で
い
る
か
。

答　

こ
れ
ま
で
に
20
件
、
約

３
万
４
千
400
平
米
の
農
地
貸
借

が
成
立
し
て
い
る
。

▲市内の農のある風景

地
球
温
暖
化
対
策

問　
こ
れ
ま
で
の
成
果
は
。

答　
２
０
１
３
年
度
の
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
か
ら
比
較
し
て
２
０
２
１

年
度
は
約
６
％
の
削
減
と
推
計
。

意
見　
取
組
を
加
速
せ
よ
。

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

後
藤　
ゆ
う
子　
　
か
と
う　
涼
子

「
生
き
づ
ら
さ
」
の
解
消
支
援
へ

取
組
を
着
実
に
進
め
よ
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採択された陳情への市の対応②
　市議会で採択された請願・陳情は、市長
や教育長に送付され、その後の検討経過を
市議会に報告することとなっています。
　ここでは令和６年に採択された陳情につ
いて、市からの報告をお知らせします。

件名 有機フッ素化合物（PFAS）による汚染実態の把握を求める陳情

採択年月 令和６年12月（第４回定例会）
陳情事項 井戸水の水質検査を実施して、汚染実態の把握に努めてください。

検討結果 震災用井戸水の PFAS 検査を実施し、地下水の現状把握に努めてまいります。

理由 PFASは、国の専門家会議で人の健康への影響等に関し、最新の科学的知見の収集・評価を行って
おります。市としては、市民の皆様の不安を払拭するため、地下水の現状把握に努めてまいります。

令和7年（2025年）5月15日 第110号 6

＊水
す い

飲
い ん

栓
せ ん

直
ちょっ

結
け つ

給
きゅう

水
す い

　配水管から蛇口等へ直接給水する方式のこと　＊ペアレンタルコントロール　保護者が子どもの使用するスマートフォンやタブレットなどの情報通信機器を管理する機能のこと
＊連鎖販売取引　個人を販売員として勧誘し、更にその個人に次の販売員の勧誘をさせるという形で、販売組織を連鎖的に拡大して行う商品（権利）・役務の取引のこと


